十月 三十 一 日 晴 

起きて みると 誰の 姿 も 見えず。 庭の 方で Y と S さん 

らしい 声が する。 顔 を 洗って いると、 さ だが 「おや」 

と 裏の 方から 出て 来た。 

雨戸に かんかん 日が さしてい る。 芝生で 椅子 を 並べ、 

S さん、 Y が 支払いの 帳面 しらべ をす る 手伝い を させ 

られ ていた。 昨日、 K 先生のと ころへ 行かれた 由。 風 

邪 を こじら せて 二階で 夜着 を 顎まで 引上げて 寝て いた。 

「病気 をして いらっしゃ ると 何だかお 気の毒で ねえ」 

K 先生、 B 学院で 総指揮 者、 家で も 総指揮 者。 

「私 は 他人の ためにば かり 生活して 自分の 生活がない 



形です ね」 といわれた そうだ。 

暖かで それ は それ はいい 気持。 落葉 沢山。 

昨夜た てた Y の 咽喉の 魚の 骨 まだ とれず、 頻に 気に 

している。 鹿 野 医院へ 行った が 日曜で 留守。 もう 一軒、 

あっちの 桜 並木 通りの 医者へ 行った。 やや 暫くして、 

骨 はとれ ず ぷりぷりして 帰って来た。 洋館 まがいの 部 

屋 など あるが、 よぼよぼの まやかし 医者で、 道具 も 何 

もな く、 舌 を 押えて 視 いて は 考え、 ピンセット を 出し 

て は 思案し、 揚句、 この辺で すか、 とかき 廻され たの 

で やめに して 来た 由。 「一円 とられた。 この 医者 大 

藪って 貼 紙して 来て やろう か」 



S さん、 御 良人の 帰朝まで もう 一 年。 半年 経 つ て 

やっと 留守に 馴れた。 人間が 境遇に 馴れる 力。 シュニ 

ッ レル、 ゲ— テ、 ィ ディ オットの こと。 子供の こと。 

年 をと つた 女に 歌心、 絵心、 それでなければ 信心が あ 

る 方が いいこと 等。 

これ あるかな 松茸 飯に 豆腐 汁。 昼 はこれ。 

M 氏 来。 もう 御昼 はすみ ました。 でも まあ 一膳 召し 

あがれよ。 二度目の 御昼 だが 美味かった そうだ。 結構 _ 

皆お いしが つたから、 さ だ 嬉しが つ て 満面 二 コ 二 コな 

リ。 

平 八郎の 絵、 朝顔が よかった (M の 話) 帝展 には大 



体 興味な し。 けれども この間 契 月、 未醒、 清 方、 霊 華 

などの 合評 を 読んだら、 フム、 と 感じる ところ も あつ 

た。 

S さんが 帰る と、 Y、 急に 九 品 仏に 行こうと いい 出 

した。 (三時 半 頃) この間 N 氏が 家族 づれで 行って な 

かな か 道の 心 持が よかった というと ころ だ。 三 井の 横 

を 抜け、 竹 藪 を 抜け、 九 品 仏道と 古風な 石の 道し るべ 

について 行ったら、 A 氏の 農園の すぐ 横に 出た。 働い 

ていた A さんと 畑 越しに 大声で 田園 的 挨拶 を 交す。 

駒 沢へ 出る 街道から 右に 切れる と、 畑の 起伏が 多く、 

景色 は 変化に 富んで 偷决 であった。 午後の 斜光 を 背後 



から 受けて キラ キラ 光る 薄の 穂、 黄葉した 遠くの 樹木、 

大根 畑 や 菜 畑の 軟 かい 黒土と 活々 した 緑の 鮮やかな 対 

召"。 

日 ノ 

九 品 仏 は 今 は 殆ど 廃 寺に 等しい。 本堂の 裏に 三 棟 独 

立した 堂宇が あり、 内に 三 対ず つの 仏像 を 蔵して いる。 

徳川 時代の ものだろう か。 もう 暗い ので、 朧に 仏像の 

金色が 見えた だけ、 木像、 光背 も 木。 余り 立派な 顔の 

仏で ないよう だ。 境内 宏く、 古びた 大 銀杏の 下で 村童 

ぎんなん 

が 銀杏 を ひろって 遊んで いる。 本堂の 廊 から 三つの 堂 

を 眺めた 風景、 重そう な 茅屋 根が 夕闇に ぼやけ、 大銀 

杏の 梢に だけ 夕日が 燃 ゆる 金色に 閃いて いるの は、 な 



開く らしい。 年よりの 男が 大きい 昔ながら の 鍵をガ 

チヤ ガチャ 鳴らして あちら 向きに 何 かしてい る。 白木 

綿の 兵児帯が 横と びに 奥へ かけ 込んで、 すぐ かえって 

来る。 すべ て 無言のう ちに 須彌 壇の 前で 行われる 動作、 

やや 貧相な 中に 生動す る 何もの かが あり、 鶴 三 画 的で 

あった。 帰途、 富士を 見た。 薄 藍の やや 低い 富士、 小 

さい 焰 のよう な 夕焼け 雲 一 つ 二つ。 

A 氏のと ころに 寄る。 温室に ス ウイ— トピ— が植込 

まれた ところ。 一本 一本 糸の 手が 天井から 吊って あり、 

巻 ひげ を 剪って ある。 或は 細かい 芽 生。 親切心の たつ 

ぶりした 者でなくて は 園芸な ど 出来ず と 思 つ た。 温室 



のぶどう、 バラの 花 を 貰う。 今度お 菓子 を 持って行く 

約束。 すっかり 日が くれ 提灯の 明り をた よりに 夜道 を 

帰って来た。 

M よりきいた 話。 —— 承 法の こと。 雨が 降り チン グ 

(び 雪が 降り チン グで 暄曄 になった こと。 公案の 外 

国語 訳の こと。 

〔 一 九 二 七 年 一 月〕 
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